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論文内容の要旨
生活断髄法の乳歯における適応症は，歯髄の臨床診断上のものと，歯根の吸収程度を配慮しての両
面から適応症が考えられている。
乳歯根の吸収程度と本法の適応症との関係を常識的にみると，臨床診断で適応症であっても，歯根
の吸収の著しいものは禁忌症とされ，歯根の吸収が歯根の%以内のものが適応症とされている。この
ことは，臨床的経験から推察されているもののようではあるが，臨床の場に立ってみると，この適応
症の範囲を越えたものでも，断髄法の成果が良好で、あるものを多くみる。このような意味からも，乳
歯根の吸収程度と，本法の成功率との関係についての詳かな研究がないので，本研究を意図したO 乳
歯における生活断髄法の成否と，歯根の吸収程度との聞には，どのような関係があるかを検討するた
めに，断髄剤として水酸化カルシウム剤 (Calsan A) を用いて，根管口部での断髄法を，つぎのよう
な実験材料と方法で行ない，実験的と臨床的の観察を行なったO
1 J 動物実験においては，生後 3----6 か月の幼犬36頭を 1 群 9 頭づつの 4 群に分け，ネンブタール
麻酔下で，術前にレ線撮影を下顎乳臼歯 m2. m3 について行なった。歯根の吸収状態はレ線所見に基い
て，以下の 4 種類に分類した。すなわち， 1 群(吸収度 0) :歯根の吸収が，ほとんど認められないも
の， 2 群(吸収度 1 ) :歯根の吸収が歯根尖側%以内に認められるもの， 3 群(吸収度 2 ) :歯根の吸収
が歯根中央%ぐらいに及ぶもの， 4 群(吸収度 3 ) :歯根の吸収が歯根の歯冠側Mぐらいか，それ以上
に及ぶものとした。上記の各群について， Calsan A で生活断髄法を行ない，術後24日寺間， 7 , 14 日目
で屠殺し，通法によって系E繊切片を作製し，ヘマトキシリン・エオジン重染色を施して，吸収度と本
法成否との関係を，根管口部で断髄法を施しているので根管単位で検索した。
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つぎに， n) ①乳歯根の吸収度と生活断髄法の成績との関係を臨床的に観察するために，大阪大学
歯学部付属病院保存科外来を訪づれた。 3 ~10才の患者の下顎乳犬歯，乳臼歯58歯， 112根管につい
て，術前レ線撮影を行なった。この結果によって，歯根の吸収程度を動物実験の場合と同様の形式で，
1 群から 4群までに分類した。なお，臨床診断上の適応症として，断髄法を実施した症例は，単純性
歯髄炎と j貴蕩性歯髄炎とであって，これらの患歯に上記の断髄剤で，断髄法を実施した。臨床成績­
予後一は，施術後， 1 か月から 12か月にわたって臨床経過を注視し，通法の臨床的判断法で，予後の
良否を判定した。硬組織の発現状況は，根管口部で断髄法を実施しているので，根管数で58歯 112根
管について， レ線所見で検索した。さらに，②施術歯の中から，無作為に，かっ，任意の時期に26歯
を抜去し，上記と同じ理由で根管単位で，その52根管について，通法によって，病理組織標本を作製
し，病理所見と，吸収度との関係を検索した。
その結果， 1) 動物実験にわいては， 1 群， 2 群においては，施術24時間後， 7 , 14 日目で，病理
組織所見に良好な像を呈するものが多かったが， 3 群から 4 群えと順次に，成績不良のものが増加し
た。その成績を，術後14 日目の成績でまとめてみると， 1 群と 2 群の所見は良好で，歯髄は生気を維
持しているものが両群共に100% ， 3 群では75.0% ， 4 群では50.0%であった。また，硬組織の形成は，
l 群と 2 群とは閉じ頻度で， 83.3% , 3 群は50.0% ， 4 群では全例に形成をみなかった。
n) 臨床的観察の結果について， 58歯の成績をみると，単純性歯髄炎， 1貴傷性歯髄炎との聞には，
頻度差は，ほとんどなかったので，両者を一括した良好例の頻度でみると， 1 群88.9% ， 2 群90.0% ，
3 群57.1% ， 4 群は全例が不良であった。各群間の関係をみるために ， x 2 テストによる統計的検定
を行った口その結果， 1 群と 2 群との両者間には有意差がなく， 1 群と 3 群，または， 2 群と 3 群と
の聞には有意差がみられた。レ線像による硬組織形成を 112根管でみると， 1 群から 3 群までの頻度
は， 79.2% , 52.5%，および， 52.8%で， 4 群には全例に形成されなかった。なお，抜去歯の所見も
大体において臨床成績と類似の傾向を示した。
以上の結果から判断すると，乳歯の生活断髄法において，歯根の吸収程度と，その成否との聞には，
一定の関係があるものと考えられる D また 臨床的観察の結果として， 3 群の臨床成績は57.1%が良
好，レ線像でみられた硬組織形成は52.8%，抜去歯の病理組織所見では55.0%が良好で、あった。歯根
の吸収による根尖部歯髄腔の拡大にともなう根管治療の困難を考えると，乳歯根の吸収程度と関係し
た適応症は，上記の成績から，歯根吸収の著しいものは除外して，歯根%以内という常識の範囲を越
えて，歯根中央%ぐらいのものまで適応症に加えてもよ のではないかと考える。
論文の審査結果の要旨
本研究は，乳歯に水酸化カルシウム剤を用いて，生活断髄法を行なうにあたり，歯根の吸収程度と
その成果を，動物実験と臨床観察の両面より検討したものである。研究の結果，乳歯の水酸化カルシ
ウム剤による生活断髄法においては，歯根の吸収程度とその成否の聞に一定の関係のあることが判明
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した。このことにより，従来の常識をこえて，歯根吸収が歯根の%程度のものまで，適応症に加えて
もよいことが明らかにされた。これは，保存臨床上重要な知見であって，本研究は価値ある業績であ
ると認める。
よって，本研究者は，歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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